
上 の平 遺 跡 住 居 址 か ら出 土 した炭 化 種 子 の 同定

笠原安夫・ 藤沢 浅

1.は  し ねミ き

山梨県のほぼ中央の甲府盆地南縁東西に横たわる曽根丘陵の一角、東八代郡中道町上の平に

ある本遺跡は、1979～ 81年 (第 1～ 3次)発掘で弥生時代末から古墳時代初期にかけて方形周

濤墓の多数 (110余基)が発見され、周濤墓遺跡として知られている。また、本遺跡は旧石器 。

縄文時代・弥生時代と継続して生活が営まれていた遺構、遺物もあった。1985年 には第 1次発

掘の南側と東側において、図 1に示された住居址、土拡、集石、方形周濤墓が発見された。そ

して今回は住居址の自然遺物に注目し、覆土中の炭化物や完形土器の上をサンプリングした結

果、それらよリクリ、クルミ、 トチ(?)、の堅果類その他が検出された。表 1に示されたよう

に、庚化小粒種子が検出された遺構名は、弥生時代後期後半の■号、縄文時代中期初頭 (五領

ケ台式土器)の 12、 13号為よび同時代中葉 (藤内式)の 16号、同時代の17、 20号 (井戸尻式)

であり、それぞれ括弧内の土器を供伴している。なお、 2号集石の時代は不明である。以上の

場所から水洗選別法で検出された炭化粒は表 2に記したように管ビンに区分され入れてあった。

それらを、1986年 12月 6日 に本遺跡担当者の長沢宏昌、中山誠二の両氏が当方に持参され、そ

れらの種類同定の依頼をされた。

2.結 果 と 考 察

まず、実体顕微鏡下で検鏡して同定を試みた。炭化粒は完全に粒の全形があるものはスベリ

ヒユい)、 エノキグサ(2)、 ニワトコ(1)の 9粒で、他は欠損するもの、粒面に内部から加熱のため

膨張し、空洞のできた粒も多く、同定は全試料を藤沢の操作する走査電子顕徴鏡 (SEM)の

調査、写真撮影と現生種子 (現在採取した種子標本)のそれと比較せねばならなかった。

それを図版 1～ 9に、また参考までに現生種子を図版10に示した。なお、同定結果は表 2の

種子欄にあり、また表 3には参考までにその学名を記載した。

表 2によれば、弥生時代後期後半の11号住居址からの検出は2種 3粒のみであり、No lは木

本種子の果実の基部(?)ではないかと思われる。この表面模様は小さい網状であるが、著者た

ちはこの現生種子を知らないので不明 (図版 la,b)と した。一方の炭化粒は半割れ状のも

のが 2粒で、外果皮とその拡大 (図版 lc,d)の内果皮 (同 e)をみると、その粒形と大き

さからエゴマ(?)のように思える。しかし、外果皮が焼けたタール状になり、エゴマ特有の大

きな網目模様と微細な流線紋がみられず、内果皮の多孔厚膜細胞もはっきりしないので疑問種
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(?)と したい。これは縄文中期16号住居址NQ23(図 版 6a,b)と 同じもののようであり、他
に同様なものが 2粒ある (図版 5g・ 6a,b,d)。

なお、シソとエゴマはシソ科の植物で分類上の変種関係で、種実 (種子と果実)形態もよく

似ていてシソはやや小さく果皮が堅く、エゴマは大粒で果皮が脆いので精白し易 く、今でも朝

鮮では粥とする。シソは中国が原産で、もっぱら香辛料として利用される。エゴマは東インド、

マレーが原産で、古くエジプト、インドで栽培された。また中国、朝鮮でも古くから栽培され、

朝鮮から日本に渡来 したといわれる。エゴマの種子は非常に油脂分が多く、古代から灯火用、

食用などに利用された。エゴマが焼かれ炭化するとタール状になるのはそのためである。

次に、縄文時代中期初頭の12号住居址から4種と疑問種が 1種、また不明が 3種、炭化片が

2種、菌糸塊が 1つであった。すなわち、 8層の土から一粒の炭化の不充分な小粒があり、イ

ヌコウジュ (図版 lf)の 疑間 (?)と した。粒形、大きさはイヌコウジュに似ており、未戊化
のため表面模様がはっきりしてよく似ているが、一つ一つの斑紋の大きさがイヌコウジュの 2

倍大のためそれと同定できなかった。イヌコウジュはシソ科の野車で山野に多い種類である。

他にサルナシ、イヌザンショウ、オヤマボクチ (一名ヤマゴボウ)、 ニワトコがそれぞれ 1粒で

あった。そのうち、イヌザンショウ (図版 2g,h・ 3a,b)と ニフトコ (図版 4a,b)は

粒が原形よりやや変わっていたが、前者は粒面にやや大きい網状紋、後者は粒面に横波状紋の

特徴があり同定できた。またオヤマボクチは、粒に裂け目があるが、粒形、大きさ、表面の縦

線紋 (図版 3f,g)か ら同定できた。本種の痩果はゴボウのそれにかなり似ている。 しかし、
ゴボウより小形でしかも果面に平行 している縦線紋に違いがある。すなわち、ゴボウの果皮に

は強弱さまざまな縦線紋が無数にあり、また、軽 く削ると果皮の下には10-20列に並んだ柔細

胞があり、その細胞膜には斜平行に並ぶ特殊な孔際をもっている (図版10e,f)。 一方、オヤ

マボクチの果皮の縦線はゴボウと同様であるが、果皮を軽 く削っても孔陳細胞膜は見当たらな

かった。ここに対照としたオヤマボクチの種実の 3系統の粒形を参照されたい (図版10a,c,

d)。 この 3標本の現生種実は1986年 4月 に農林水産省農業生物資源研究所よりの分譲を受け

たものであり、当方でそれを(a)lb)(C)と符号をつけた。

(a)岐阜・長野県地方の野生ヤマゴボウの選抜種子。 (b,cよ りやや大きい)

(b)岐阜県飛騨 。東濃中間地に分布、別名キクゴボウ

(C)長野県中北地方に分布

以上は同研究所の椎名次郎氏の種子標本の産地メモによる。

ところで、オヤマボクチは牧野植物図鑑によれば、キク科に属 し、山野に生ずる多年車本、

草丈90cm内 外、茎は直立、短枝を出し、茎葉は小さい楕円形、根出葉は長柄、ゴボウの葉に似

た三角状卵形の大葉をつける。葉の下面に自色綿毛があり、秋にアザ ミの花に似た暗紫色の頭

状花をつける。地方名ではヤマゴボウと呼ばれ、若葉を餅に入れ草餅として食べるとある。な

お、種子(a)の選抜種子とあるのは、おそらく岐阜 。長野県地方の人達が、オヤマボクチを小規

模の栽培用とするため選抜 した種子であろう。

さて、本遺跡で出土 したオヤマボクチは 1粒だけであるが、本種の同定は著者たちにとって
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も初見であり、この検出は貴重と思われる。それは、岐阜 。長野地方の人ばか りでなく、近県

の山梨県はもとより、オヤマボクチの自生する所では広く利用されることを裏付けるもので、

それが本遺跡の出土で少なくとも縄文時代中期までさかのぼることが判明したといえよう。な

お、13、 17、 20号住居4Lにはタデsp。 (図版 4e,f)と ニワトコ (図版 9e,f)と 不明が 1

粒ずつと少数の出上であるが、後述のように16号住居址では多数が出土 した。そして中でもサ

ルナシ、イヌザンショウ、ニワトコは各地の古代遺跡から出土例の多い種実である。サルナシ

は同科同属のマタタビと同様にその液果 (漿果)が甘酸味のため生食できるためである。両者

は種子が酷似 しているが、マタタビが少し幅が広 く大きい。ところで、マタタビの語源は牧野

植物図鑑によれば、旅人が山地に生えるこの果実を食べ、勢を回復 して『また旅』をするとい

う意味からきたものというが、それは信用できないとの記述がある。またイスザンショウは山

野に自生し、外形はサンショウによく似ているが、葉には良い香 りがなく、かえって悪い匂い

がし、人間にとっては役に立たないものとしてイヌ。・ 。と名づけられている。 しかし、どう

いうわけか遺跡からの出土はサンショウや、烏が好むといわれるカラスザンショウよりも出土

例が多く、粒数も際立って多いところから何かに利用 したのか、または利用できないので捨て

たのかどちらかと思われる。次に、ニワトコは山野に普通の低木で、花後に赤色の液果を着け、

成長の早いのが特徴であり、人家の垣に栽植されたりする。なお、茎の大い髄は植物細胞のハ

ンドセクションの実験に利用され、また葉は民間薬とするようである。

昨年、著者らは米子市目久美遺跡での出土土器からこのニワトコの果実と種子を同定 した。

簡単に紹介すると、日久美遺跡発掘担当者より、縄文時代前期、中期および弥生時代中期の土

器片の内側に物が焦げたような付着物があり、その同定依頼を 3回受けた。そのうち、とくに

縄文中期の土器内部には土器片いっぱいに付着 していた。当初はその同定に苦慮 していたが、

その中に運良く2粒の種子があるのを確認 し、SEMで観察 した結果、その種子の斑紋からニ

フトコであることが判明し、この付着物はニワトコの液果の果皮が焦げ付いたものであること

が判った。また弥生中期の上器片のものは、上部には自然炭化 したらしいイネの葉片や、カタ

バ ミ、コナギなど小形種子が付着 しており、それを除くと下にはニワトコの果皮が焦げてター

ル状になったものがあった。これは水田にあった上記の葉や種子がその上に二次的に付着 した

ものと推定できた。また縄文前期のものもニワトコの焦げ付きと推定 した。それからみて、古

代人はかなり頻繁にニワトコの液果を上器に入れ、それを煎じて薬用または食用にしたと思わ

れる。本遺跡でも16号 と20号住居址のニワトコはともに土器から検出されたところからみて、

本遺跡でも利用されていたと推定できる。

次に、16号住居址からは、上記のニフトコ (図版 8f,g)、 イヌザンショウ (図版 5e,f)

の他に、栽培植物と推定できるもの、疑問種 (?)を入れて 4種もあり、また出土粒数も26粒 と

本遺跡の出土粒の大半を占めている。この住居址からは縄文時代中期中葉 (藤内式土器)を供

伴 しているが、発掘担当者によれば p-275、 288、 290、 291か らの炭化種子はいずれも土器内か

らの検出であり、この土器は何れも覆土中にあり、住居の床面より浮いた位置で出土している

という。筆者らはその意味を充分伺っていないが、種子が多いのは p-275の上器からであった。
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また、 p-288Ncx29は ムギの種子の形に酷似 していたので、初めは裸ムギ (図版 7e,f)か と
思われたが、よく観察すると炭化片が固まって偶然にムギ形になったものと推定 した。また、

地31は炭化粒 (図版 8a)の やや大形のものらしい。以上、Nジ9、 31を除けば26号住居址から
は24粒の出上である。

筆者らは後代重要な野菜、油料作物であるアブラナ類が、縄文・弥生時代の各地の遺跡から

出土したことを確認 している。 しかし、初期の研究報告には黒粒として備考に付記 した (例え

ば、菜畑遺跡報告書 第 1表 b P。 379(1982)。 このアブラナ類の出土が認められたのは、
縄文時代早 。前期 (福井県£浜遺跡)、同前期～弥生時代中期 (鳥取県目久美遺跡)、縄文時代

中・後期 (新潟県八反田遺跡)、同後期 (岐阜県阿曽田遺跡)、外生時代中期 (岡山県津島遺跡)、

同中・後期 (大阪府鬼虎川遺跡、神奈川県朝光寺原遺跡、横浜市高速道血 6遺跡)な どからで、

それら大部分が炭化粒であり、鳥浜と目久美遺跡の低湿地からは未炭化粒も検出された。阿曽

田遺跡報告書のとりまとめ婆時に名古屋大学の渡辺 誠氏の紹介で知ったのだが、中国の安志
敏氏の報告には、華北の滋山遺跡 (新石器早期5400-5200・BC)か らアフ、キビ、ナタネの栽
培遺体を認めたというが、それは日本の縄文時代早期であろう。日本では当時のアブラナ類は

おそらく人里植物であったものが、縄文中・後期時代には、とくに八反田遺跡では土器から、

また阿曽田遺跡では p一覆土から約9000粒の炭化粒が検出されており、これらは当時に行なわ

れた小規模の栽培であろう。な第このアブラナ類の種子は徴小なため、水洗選別時に流出した

可能性があり、多数であれば栽培としてよく、一概には決めることはできない。

次に、マメ科には野生のツルマメ (ダイズの原種)、ヤブツルアズキ (ア ズキの原種 ?)な
どがあるが、本遺跡の出土粒はそれらより少 し大きく、炭化のため粒形と大きさおよび表面紋

様がはっきりしないので、アズキまたは リョクトウ (図版 6e,f)の 疑問種 (?)と した。な
を著者らは、縄文時代晩期 (佐賀県菜畑遺跡)、弥生時代後期 (大分県二本木遺跡)か らアズ

キを、ダイズとアズキを中世時代 (秋田県妻の神遺跡 )、縄文時代前期 (鳥浜只塚)ん らヽリョ

クトウとツルマメを、またツルマメは秀生後期 (横浜市高速道血 6遺跡)ん らヽ検出している。

なを、エゴマ(?)、 シソ(?)は前述 した■号住居址のものと同様に表面がタール状になり、斑

紋がみえなかった。

また、スベリヒユ (図版 6g,h・ 7a,b,c)が 6粒とエノキグサ (図版 8b,図版 9a,
b)2粒 とタデ類 (図版 7g,h)1粒 を検出したが、これらはいずれも現在の夏作畑の雑草
として普通にみられる種類である。出土粒数からみて、当時もかなり人間に身近な雑草であっ

たことが推定できる。上記の栽培植物が当時から作物として栽培されていたならば、それらに

随伴 した畑雑草であったと思われる。またスベリヒユは現在でも野菜とし、とくに救荒植物と

して重宝なものなので、古代でも利用されていたため出土が多いということも考えられる。タ

デも同様に利用できるが、エノキグサについては不明である。しかし、遺跡からの出土例は非

常に多く、今後の検討の一つでもある。
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ま と め

1)上の平遺跡の住居址 6戸 (弥生時代後期 1戸、縄文時代中期 5戸)の覆土、焼上、炉、土

羨、土器内および 2号集石の土から水洗選別法で検出された小粒、徴小粒は計44粒であった。

そのうち同定できた種は 8種19粒、疑問種 5種 8粒、菌糸の塊 1粒の14種28粒であった。一

方、炭化で表面がタール状になったため同定不可能のものが16粒あった。

2)本遺跡の検出粒は 1粒 (血 3)を除いて他は全てが災化粒であり、実体顕微鏡下で同定で

きるような全形をとどめているものはスベリヒユ、エノキグサ、ニワトコの 3種 9粒であっ

た。他は炭化粒のため水洗選別の処理中に破損したと思われるものや、なんらかの熱によっ

て膨張した後に内部が破損したようなものが多く、実体顕微鏡下では同定が難しいためほと

んどの粒をSEMで観察、撮影し同定を行った。その結果は表 2と 図版 1-9に、また参考
のため現生の種子を図版10に示した。

3)今回の調査では栽培種は検出されなく (ただ、後に栽培種となったアブラナ類を 1粒検出)、

利用植物のサルナシ、ニワトコ、オヤマボクチ、イヌザンショウや畑雑草のエノキグサ、ス

ベリヒユ、タデ類があった。またSEM観察でも、炭化のため表面がタール状のものは斑紋
が見えなく同定に苦慮したが、粒形と大きさから推定してエゴマ、シソ、アズキまたはリョ

クトウ、未炭化粒はイヌコウジュの疑問種(?)と しておいた。また配10と NQ30(図版 3e・

8a)の大形の炭化粒は形態と大きさがほぼ大きいアサ種実に似ているが、表面がタール状
態のためにはっきりしないので炭化粒とした。

追 記 :

なお16号住居址 P-290の上器内出土粒 (図版 8d,c)はその拡大写真からみてアワ特有の
イボ状突起に酷似しているため当初はアワ(?)と考えていたが、その後倍率が×2000の間違い

と判り、写真中央のイボ状突起の大きさから判断して不明種とした。ただ、その上部の左右に

ある大形で欠けている二つの突起らしいものは、アフの内外穎の突起と形、大きさとも似てい

る。将来同様な炭化粒が出土すれば判明するものと思われる。
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① 國

16号住居址

図 1 上の平遺跡全体図

20号住居址

12号住居址
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遺  構  名 時 期

11号 住 居 址 弥生時代後期後半

12号 住 居 址 縄文時代中期初頭  (五領ケ台式 )

13号 住 居 址 ( )

16号 住 居 址 縄文時代中期中葉  (藤内式)

17号 住 居 II ″    (井 戸尻式 )
20号 住 居 址 ( )

2号 集 石 不 明

表 1 上の平遺跡炭化種子出上の遺構時期一覧

表 2 上の平遺跡の住居址別にみた出土炭化粒
配 住居址 区 名 時 代 種 名 図版SEM写真 備 考

1 11号 ″ A 弥生後期後半 木本類の果実の基部 (図 la,b)

エゴマ ? (図 lC,d,e) 2粒検出

12号 ″ 8層土 縄文中期初頭 イヌヨウジュ ? (図 1

P-701 サルナシ (図 lg,h) 土器内から検出

炭化片 (図 2a)

″ 菌糸塊 (図 2も ,c,d)

7 不 明 (図 2e,f)

8 ″ イヌザソシ ョウ
(図 2g,h)
(図 3a,b)

9 不 明 (図 8c,d)

″ 大形の成化粒 (図 3c)

オヤマボクチ (図 3f, g) (一名ヤマコボウ)

P-702 ニ フ トコ (図 4a,b) 土器内から検出

不 明 (図 4c,d)

14 13号 ″ 炉 B タデsp. (図 4e,f) β 円 土 豪 ア ン フ ル ょ
給 出

16髪許″ 焼土 不 明 (図 4g,h)

16 不 明 (図 5a)

P-272 アブラナ類 (優コ5b)

18 不 明 (図 5c)

不明 (微小) (図 5d)

″ イヌザンシ ョウ (図 5e,f)

P-275 縄文中期中葉 シソ ? (図 g) 土器内から検出

(16号住居址の上器は
いずれも覆土中にあり、
住居の床面より浮いた
位置で出土)

不明 (イ ネ科 ) (図 h)

エゴマ ? (図 6a,b)

24 ″ 不 明 (図 6c)

エゴマ ? (E霞 6d)

26 アズキ ? (図 6e,f) 型 デクトウ?|

スベリヒユ
(図 6g,h)
(図 7a,b,c)
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28 16号 ″ P-275 縄文中期中葉 ンソ ? (図 7d) 土器内から検出

P-288 不明 (麦形) (図 7e,f) 土器内から検出

タデsp. (図 7g,h)

大形の炭化粒 (図 8a)

不 明 (E雪 8b,c)

P-290 不 明 (図 8d,e) 上器内から検出

ニフ トコ (図 8f,g)

P-291 エノキグサ (図 9a,b) 土器内から検出

86 17号 10号土 不 明 (図 9c)

201}″ P-334 ニ フ トコ (図 9o,f) 土器内から検出

38 2号集石 不 明 不明(Nd36と 同じ) (図 9d)

※ No l～ 38は同定者でつけた炭化粒番号である。

表 3 上の平遺跡出土種子一覧表

科 名 種名。()内は粒数 学 名 出土遺 構 名

キ ク オヤマボクチ(1) 働 %%″%S 夕ιηξttS Kitamura 12号住居址

シ ソ シン ?(2) 良″ケ′肋 ″
"サ

諺sεttd Var.,θチα Kudo 16号  ″

エゴマ ?14) PP/i′″ヵ防チ沓じ効s Var.ヵクοη″α Hara 11,16号 ″

イヌヨウジュ ?(1) MOS励 ″ %θチク′αチα Nakai. 12号  ″

タ ア 夕:ガ SP。 (2) 乃炒g9η
"η
 Sp. 13,16手許 ″

トウダイグサ エノキグサ(2) ノしαウクカαα%Sチ″,′λ L. 16号   ″

ス ペ リ ヒユ スベリヒユ(6) R,オ
"励
θ,α %s′ /tV′λ L. 16号   ″

ミ  カ  ソ イヌザンショウ(3) Ft7ξα″α %αηチθ力″ricα Honda. 12,161多  ″

サ ル ナ シ サルナシ(1) Иとチゲηう,t, α″g物ナα Planch. 12=許  ″

ス イ カ ズ ラ ニワ トコ(3) 6♭物う″ε%s sがιうοiれ,ηα Bl. 12,16,20'}″

ア ブ ラ ナ アプラナ sp.(1) ,αssんα sp. 16号  ″

マ メ
アズキ ?(1)
(リ ョクトウ ?)

7ゲg%,αηg%肋″λ Ohwi et Ohashi
(7Jttα tt」 Jα ttα RoWilczek) 16号   ″
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